


本
学
は
平
成
16
年
４
月
１
日
に
、
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
、
い
わ
ゆ
る
「
大
綱
化
」

以
降
、
急
速
に
進
め
ら
れ
て
き
た
本
学
に
お
け
る
一
連
の
大
学

改
革
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

学
科
・
学
部
・
大
学
院
等
の
組
織
改
革
や
新
設
、
昨
年
10
月

に
実
現
し
た
、
旧
大
分
大
学
と
旧
大
分
医
科
大
学
の
統
合
、
そ

れ
ら
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
法
人
化
問
題
に
関
す
る
取

組
み
、
さ
ら
に
は
平
成
12
年
度
の
大
学
予
算
積
算
方
式
の
変
更

へ
の
対
応
、
平
成
13
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
大
学
評
価
・
学
位

授
与
機
構
に
よ
る
「
大
学
評
価
」
に
伴
う
自
己
評
価
の
実
施
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
や
改
善
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
根
底
に
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の

急
激
な
変
化
に
、
大
学
が
い
か
に
適
応
し
て
い
く
か
と
い
う
テ

ー
マ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会

的
存
在
と
し
て
の
本
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、
社
会
に
よ
っ

て
問
い
直
さ
れ
、
ま
た
大
学
自
身
に
よ
っ
て
も
自
問
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
本
学
も
ま
た
主
体
的
に
こ
の

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
問
い
直
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に

謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
び
の
法
人
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
り
、
本
学
の
責
任
も
ま
た
重
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
論
議

が
あ
り
、
本
学
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
学
で
は
、

統
合
直
後
か
ら
、「
法
人
化
準
備
委
員
会
」
お
よ
び
そ
の
下
に

設
置
さ
れ
た
組
織
業
務
、
目
標
・
評
価
、
人
事
制
度
、
財
務
会

計
制
度
の
４
専
門
部
会
に
お
い
て
、
具
体
的
な
制
度
設
計
を
中

心
に
、
鋭
意
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

も
と
よ
り
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
十
分

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
全
学
の
意
見
聴
取
を
可
能

な
限
り
実
施
し
、
法
人
化
準
備
委
員
会
と
教
授
会
等
と
の
間
で
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
短
時
間
の
集
中
的
な
検
討
の
結
果
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
参
考
と
す
べ
き
先
例
も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
問
題
点

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
勇
気
を
持
っ
て
必
要
な
点
検
・
見
直
し
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

（
法
人
化
準
備
委
員
会
委
員
長
）

○1

国立大学法人国国立立大大学学法法人人国立大学法人国立大学法人大分大学大大分分大大学学大分大学大分大学
～特集～～特集～～特集～

法人化準備委員会委員長　法人化準備委員会委員長法人化準備委員会委員長 大 谷 眞 忠大 谷 眞 忠大 谷 眞 忠
おお　 たに まさ ただおお たに まさ ただおお たに まさ ただ

特集特特集集特集特集



○2

学　長　 中　山　　　巌

理　事（総務担当） 嘉　目　克　彦

理　事（教育担当） 豊　田　寛　三

理　事（研究担当) 野　村　芳　雄

理　事（社会連携担当） 羽　野　　　忠

理　事（財務担当） 入　江　孝　信

理　事（医療担当）（非常勤） 茂　木　五　郎

監　事 田　村　謙二郎

監　事（非常勤） 秦　野　晃　郎

国立大学法人大分大学　役員

国
立
大
学
法
人
大
分
大
学 

役
員
会 

学　長 

理　事 

経営協議会 

教育研究評議会 

監事 

大分大学 

学部 

学内共同教  
育研究施設 

共同施設 

医学・病院事務部 

医 学 分 館 

ベンチャー･ビジネス･ラボラトリー 

福祉科学研究センター 

大学教育開発支援センター 

コミュニティ総合研究センター 

廃 液 処 理 施 設  

附 属 図 書 館 

教育福祉科学部事務部 

経 済 学 部 事 務 部  

工 学 部 事 務 部  

総 務 部  

財 務 部  

学 生 支 援 部  

保健管理センター  

地域共同研究センター  

生涯学習教育研究センター 

総合科学研究支援センター 

総合情報処理センター  

留 学 生 セ ン タ ー  

教 育 学 研 究 科  

経 済 学 研 究 科  

医 学 系 研 究 科  

工 学 研 究 科  

福祉社会科学研究科 

教 育 福 祉 科 学 部  

経 済 学 部  

医 学 部  

工 学 部  

附 属 小 学 校  

附 属 中 学 校  

附 属 養 護 学 校  

附 属 幼 稚 園  

附属教育実践総合センター 

附 属 病 院  

大学院 

特集特特集集特集特集



本
学
は
、
従
前
の
国
立
大
学
「
大
分
大
学
」

か
ら
「
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
」
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
16
年
３
月
31
日
現
在
で
在
学

す
る
学
生
諸
君
の
身
分
異
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
大
学
院
を
修
了

す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
課
程
の
履
修
、
そ

の
他
教
育
上
必
要
な
事
項
は
、
新
し
い
大
分

大
学
が
責
任
を
も
っ
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

で
は
、
学
生
諸
君
に
と
っ
て
法
人
化
す
る

と
何
が
良
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

法
人
化
す
る
と
組
織
や
予
算
面
で
の
自
由

度
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
学
生
諸
君
や
社
会

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
学
科
や
コ

ー
ス
な
ど
の
工
夫
が
、
大
学
の
判
断
で
可
能

に
な
り
ま
す
。
現
段
階
で
は
学
部
・
学
科

（
課
程
）、
研
究
科
な
ど
の
組
織
の
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
大
学
改
革
に
よ
っ
て

新
し
い
編
成
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
法
人
化
後
は
大
学
の
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
・
管
理
運
営
な
ど
が
定
期
的

に
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
教
育
課
程
、
教
育
方
法
、
教
育
内

容
、
お
よ
び
教
育
の
成
果
の
評
価
は
、
大
き

な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
学
生

に
よ
る
授
業
評
価
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
と
な
っ
て
き
ま
す
。
大
学
は
、
学
生
に
よ

る
授
業
評
価
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
教

育
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
意
欲
に
燃

え
、
努
力
を
重
ね
る
学
生
諸
君
の
積
極
的
な

提
言
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
進
路
選
択
の
相
談
な
ど
の
学
生

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
国
立
大
学
法
人

法
は
、
国
立
大
学
の
行
う
べ
き
業
務
で
あ
る

こ
と
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
法

人
化
を
機
に
、
学
生
生
活
支
援
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
本
学
は
旧
大

分
医
科
大
学
と
旧
大
分
大
学
が
統
合
し
て
大

分
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

の
大
き
な
柱
と
し
て
教
養
教
育
の
充
実
が
あ

り
ま
す
。
本
年
４
月
か
ら
は
医
学
部
の
学
生

諸
君
が
、
旦
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
養
教
育

を
履
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
の

場
で
の
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
課
外
活
動
等

を
含
め
た
交
流
に
よ
っ
て
幅
広
い
人
間
関
係

が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
平

素
生
活
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
異
な
っ
て
い
ま

す
が
、
図
書
館
や
課
外
活
動
施
設
等
の
利
用

は
、
一
つ
の
大
学
の
学
生
で
す
か
ら
、
規
則

等
を
守
っ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
化
に
よ
っ
て
、
授
業
料
そ
の
他
の
納

付
金
が
値
上
が
り
す
る
の
で
は
、
と
の
心
配

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
国
立
大
学
は
、
学
生
の

経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
な
い
進
学
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
役
割
の
一
つ
で
し
た
。
法
人

化
後
も
そ
の
基
本
は
受
け
継
が
れ
ま
す
。
大

学
の
授
業
料
は
基
準
と
な
る
額
（
標
準
額
）

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
が
特
別
の
教

育
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
な
ど
を
想
定
し

て
、
10
％
ま
で
を
上
限
と
し
て
定
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
幅
な
増
額
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
授
業
料
・
寄
宿
料
な

ど
の
学
生
納
付
金
は
、
16
年
度
は
、
15
年
度

と
同
額
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
の
貸
付
等
を
行
っ
て
い
る

日
本
育
英
会
も
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
に
移
管
さ
れ
ま
す
が
、
貸
付
条
件
等

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
人
化
後
の
財
務
・
会
計
処
理
は
、
平
成

15
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
「
国
立
大
学
法
人

会
計
基
準
（
文
部
科
学
省
令
）」、
お
よ
び
学

内
に
お
い
て
定
め
る
規
則
等
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
人
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
現
金
主

義
会
計
で
あ
る
官
庁
会
計
か
ら
、
発
生
主

義
・
複
式
簿
記
に
よ
る
企
業
会
計
的
処
理
を

行
う
会
計
に
転
換
さ
れ
、
会
計
情
報
の
質
、

透
明
性
の
確
保
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
の
裁
量
が
拡
大
さ
れ
、
学
内

の
予
算
編
成
、
予
算
配
分
は
大
学
の
責
任
と

裁
量
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
財
源
の

多
く
を
教
育
研
究
等
の
第
３
者
評
価
の
結
果

等
に
基
づ
く
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
（
税

金
）
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
学
生
か
ら
の

授
業
料
等
で
賄
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

れ
ら
を
財
源
と
す
る
予
算
を
使
用
す
る
者
の

説
明
責
任
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な

り
、
予
算
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
な
ど

説
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

○3

学
生
に
と
っ
て
の
法
人
化

財
務
・
会
計
制
度
の
変
化
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○4

目
標
・
評
価
に
つ
い
て

（
中
期
目
標
・
中
期
計
画
）

法
人
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
運

営
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
各
法
人
が
６

年
間
を
周
期
と
し
た
中
期
目
標
・
中
期
計

画
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
中
期
目
標
・
中
期
計
画
は
、
大
学
の

理
念
や
長
期
目
標
の
も
と
に
策
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
評
価
）

大
学
と
し
て
の
社
会
に
対
す
る
説
明
責

任
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
次
の
評
価
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
法
人
の
業
務
全
般
に
対
す
る
国
立
大
学

法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

②
高
等
教
育
の
妥
当
性
に
対
す
る
認
証
評

価③
大
学
自
ら
が
行
う
全
学
的
観
点
か
ら
の

自
己
点
検
・
評
価

な
お
、
中
期
目
標
・
中
間
計
画
、
評
価
に

つ
い
て
は
、
下
図
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ

て
い
ま
す
。

目標・評価の関連図 

文部科学大臣 

国立大学法人大分大学 

法人評価 認証評価 

○中期目標・中
期計画案につい
ての意見 

○業務継続の必
要性等について
意見 

○中期目標の原
案を提出 
 
○中期計画の作
成 
 
○年度計画を届
出・公表 

○中期目標 
（６年）の制定 
 
○中期計画 
（６年）の認可 
 
○運営費交付金
の交付 

○年度実績報告
書の作成 
 
○中期実績報告
書の作成 
 

○業務全体を総
合評価 
（大学評価・学
位授与機構は教
育・研究の業績
を専門的に評価） 
 
○必要があれば
改善等の勧告 
 

○大学評価基準
に沿った評価書
の作成 

○大臣へ報告 

○大学の理念・
目標に照らし,
大学全体の組織
体としての状況
について，７年
以内ごとの評価 
 
○結果を当該大
学へ通知・公表 

国立大学法人評価委員会 
（大学評価・学位授与機構） 

 

大学評価・学位授与機構 
大学基準協会等 
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平
成
15
年
度
卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式

が
、
３
月
25
日
、
大
分
県
立
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
」
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。大

分
大
学
と
大
分
医
科
大
学
は
昨
年
10
月

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
卒
業
生

は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
た
と
き
の
大
学
の
卒

業
と
な
り
ま
す
。
大
分
大
学
で
は
大
学
院
生

も
含
み
1
、0
9
2
名
、
大
分
医
科
大
学
で

は
大
学
院
生
も
含
み
1
7
5
名
の
学
生
が
、

中
山
巌
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・
学
位
記
を
授

与
さ
れ
、
社
会
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
福
祉
社
会
科
学
研
究
科
で
は
、
設

置
後
初
め
て
の
修
了
生
に
な
り
ま
す
。

○5

卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式

就
任
紹
介

卒業証書を授与される総代

告辞を述べる中山学長

総合情報処理センター長

伊藤 哲郎教授
（平成16年4月1日付再任）

生涯学習教育研究センター長

古城 健一教授
（平成16年4月1日付）

大学院福祉社会科学研究科長

二宮 孝富教授
（平成16年4月1日付再任）

工　学　部　長

江崎 忠男教授
（平成16年1月27日付）

いとう　　 てつ ろう こじょう　　 けんいち にのみや　　 たかとみ えざき　　　 ただお

大学の動き大学の動き



大学の動き

平
成
16
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退
官
さ
れ
ま
し

た
先
生
方
の
最
終
講
義
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
聴
講
に
訪
れ
た
学
生
・
教
職
員
は
、
最
後
の
講

義
に
聞
き
入
り
、
教
育
・
研
究
な
ら
び
に
本
学
発
展
へ

の
多
大
な
ご
尽
力
に
対
し
、
惜
し
み
な
い
盛
大
な
拍
手

を
も
っ
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

大学の動き

○6

平
成
15
年
度
退
官
記
念
最
終
講
義

開催日 演　　題 講　　師

2月18日

2月21日

1月30日

2月 3日

3月 4日

3月11日

2月27日

我が31年間をふりかえる
ー統計学とコンピュータのはざまでー

障害児教育に学ぶ

人と経営

環境激変と会計学の役割

待遇表現における日英語の比較

体のリズムに基づく新しい医学を目ざして

大宮, 東京　そして　大分

教育福祉科学部
森　　長徳　教授

教育福祉科学部
佐藤　新治　教授

経済学部
山本　勝　助教授

経済学部
野村　健太郎　教授

医学部
感染分子病態制御 講座（英語）
米田　紘一　教授

医学部
脳・神経機能統御 講座（精神神経医学）
永山　治男　教授

工学部
機械・エネルギーシステム工学科
渋谷　壽一　教授

経済学部
山本　勝　助教授

教育福祉科学部
佐藤　新治　教授

教育福祉科学部
森　　長徳　教授

経済学部
野村　健太郎　教授

工学部
渋谷　壽一　教授

医学部
永山　治男　教授

医学部
米田　紘一　教授

留学生センター長

楠本 宏教授
（平成16年4月1日付）

廃液処理施設長

森口 充瞭教授
（平成16年4月1日付）

コミュニティ総合研究センター長

深道 春男教授
（平成16年4月1日付再任）

福祉科学研究センター長

宮川 浩臣教授
（平成16年4月1日付）

附属図書館医学分館長

三角 順一教授
（平成16年4月1日付）

みすみ　　 じゅんいち くす もと　　　　 ひろしみや がわ　　 ひろ おみふかみち　　 はる おもり ぐち　　 みつ あき



が
ら
、
意
見
交
換
な
ど
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、W

ebC
T

の
豊
富
な
実
践
を
行
っ
て

い
る
九
州
大
学
の
先
生
方
に
も
参
加
願
い
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

W
ebC
T

活
用
の
有
効
性
と
、
教
育
ス
タ
ッ

フ
の
機
能
と
役
割
の
重
要
さ
な
ど
に
つ
い
て

の
お
話
は
、
興
味
あ
る
、
そ
し
て
今
後
の
F

D
に
と
っ
て
も
示
唆
の
あ
る
有
益
な
研
究
会

で
し
た
。

経
済
学
部
で
は
、
毎
年
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
平
成
15
年
11
月
か
ら
16
年
１
月

に
か
け
て
、
３
つ
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ど
の
講
演
会
も
学
生
・
教
職
員
・
一

般
市
民
の
方
が
多
く
来
場
さ
れ
、
熱
心
に
講

師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

演
題
等
詳
細
は
下
記
の

と
お
り
。

学内トピックス

今
年
度
の
F
D
講
演
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
教

育
の
活
用
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
第
１
回
目

と
し
て
「W

ebC
T

を
教
育
基
盤
と
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
授
業
環
境
の
構
築
と
そ
の
効
果
」

と
題
し
て
、
広
島
大
学
の
安
武
公
一
氏
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
講
演
会
は
、
教
養
教
育
棟S

C
S

教
室
に
お
い
て
30
名
ほ
ど
が
参
加
し
、﹇
予
習
﹈

→

﹇
対
面
講
義
﹈→

﹇
復
習
﹈
の
学
習
サ
イ

ク
ル
に
お
い
て
、C

M
S

（C
o
u
r
s
e

M
anagem

ent
System

）
と
し
てW

ebC
T

を

組
み
込
ん
だ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
授
業
が
、
主
体

的
学
習
意
欲
の
形
成
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に

非
常
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
研
究
成
果
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
お
け
る
対
面
講
義
と
、
そ
の
日
の

授
業
後
に
お
け
る
﹇
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
イ
ズ
﹈

→

﹇
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹈→

﹇
教
育
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
学
習
支
援
﹈
を
主
軸
と
し
た

W
ebC
T

の
活
用
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
に
使
っ

た
授
業
実
践
と
、
そ
の
際
に
T
A
の
果
た
す

役
割
が
学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
す
大
き
な

要
因
と
し
て
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

第
２
部
の
研
究
交
流
会

で
は
、
総
合
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー
に
移
動
し
、
参
加

者
にW

eb
C
T

シ
ス
テ
ム

の
体
験
を
し
て
も
ら
い
な

セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
月
21
日
「
個
々
の
状

況
に
適
合
し
た
福
祉
用
具
開
発
に
お
け
る
産

学
官
の
連
携
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
京
都
市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

福
祉
用
具
相
談
役
の
小
嶋
寿
一
氏
で
、
数
々

の
福
祉
用
具
を
開
発
し
て
こ
ら
れ
た
同
氏
の

講
演
に
加
え

て
、
同
氏
に

展
示
し
て
い

た
だ
い
た
福

祉
用
具
に
も

定
員
を
超
え
る
参

加
者
の
興
味
は
大

い
に
注
が
れ
、
大

変
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
２
月
17
日
に
は
、
講
師
に
福
岡
大

学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
の
大
谷
善
博
氏
を

お
迎
え
し
て
、「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
発

信
す
る
『
こ
こ
ろ
』
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
氏
の

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
講
演
に
参
加
者
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
会

場
は
盛
り
上
が

り
、
こ
ち
ら
も
時

間
を
忘
れ
る
ほ
ど

の
す
ば
ら
し
い
講

演
会
で
し
た
。

生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
16
年
２
月
12
日
に
、
政
策
研
究
大
学
院
大

学
の
今
野
雅
裕
教
授
を
講
師
に
招
き
、「
生

涯
学
習
の
観
点
か
ら
見
た
大
学
開
放
と
評

価
」
と
題
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
野
教
授
は
、
先
般
実
施
さ
れ
た
大
学
評

価
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
大
学
評
価
に
お

い
て
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
け
る
社
会
貢

献
の
分
野
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、４
月
か
ら
法
人
化
を
控
え
、

さ
し
せ
ま
っ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
大
学
開

放
や
大
学
評
価
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
先

進
事
例
に
も
と
づ
く
具
体
的
で
わ
か
り
や
す

い
今
野
教
授
の
話
に
大
学
の
教
職
員
は
、
熱

心
に
聞
き
入
り
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
開
放
の

あ
り
方
を
考
え
る
一
つ
の
契
機
と
な
り
ま
し

た
。

学内トピックス

○7

F
D
講
演
会

「
第
１
回
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
究
会
」

平
成
15
年
度

経
済
学
部
講
演
会

福
祉
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

講
演
会

生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

講
演
会

張　健軍　教授(右)
と通訳の薛教授(左)

米田 誠司　氏 久保庭 眞彰 教授

小嶋寿一氏

大谷善博氏

「生涯学習の観点から見た大学開放と評価」について講演
する今野教授

開催日 演　　題 講　　師

第3回
15年11月25日

第4回
15年12月12日

第5回
16年 1月13日

深　経済特区と香港の経済発展

由布院温泉のまちづくりの取り組
みについて
ーｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾂｰﾘｽﾞﾑを目指してー

ロシア経済と石油・天然ガス

中国深　大学経済学部長
張　健軍　教授

由布院観光総合事務所
事務局長　米田誠司　氏

一橋大学経済研究所教授
久保庭　眞彰　氏



学内トピックス

中
国
政
府
は
優
秀
な
私
費
留
学
生
を
励
ま

す
た
め
に
、
他
の
国
に
留
学
し
て
い
る
中
国

人
留
学
生
に
対
し
て
、
初
め
て
２
０
０
３
年

に
「
優
秀
自
費
留
学
生
奨
学
金
」
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
の
選
考
要
件
で
は
、
留
学
し

て
い
る
国
の
法
律
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
、

豊
か
な
研
究
成
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
研

究
の
道
徳
を
守
っ
て
い
る
こ
と
の
３
つ
を
主

な
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
件
に
よ
っ
て
、
２
０
０
３
年
度
に

日
本
に
留
学
し
て
い
る
約
６
万
人
の
中
国
人

私
費
留
学
生
の
中
で
、
そ
の
奨
学
金
を
獲
得

し
た
人
は
25
人
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
九
州

地
区
で
は
４
人
が
選
考
さ
れ
、
そ
の
中
に
本

学
の
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
３

年
の
劉
作
（
リ
ュ
ウ
・
サ
ク
）
さ
ん
と
医
学

系
研
究
科
博
士
課
程
３
年
の
孫
兵
（
ス
ン
・

ヘ
イ
）
さ
ん
が
奨
学
金
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
人
の
今
ま
で
の
努
力
が
認
め
ら

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
３
年
12
月
に
は
中
国
福
岡
総
領
事

館
の
教
育
領
事
２
名
、
中
国
東
京
大
使
館
か

ら
１
名
が
本
学
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
学
長
へ

の
挨
拶
、
劉
作
さ
ん
の
指
導
教
官
で
あ
る
佐

藤
誠
治
教
授
へ
の
挨
拶
、留
学
生
セ
ン
タ
ー
、

留
学
生
寄
宿
舎
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
学
ん
で
い
る
留
学
生
へ
の
中
国
政

府
の
評
価
は
高
く
、
中
国
人
留
学
生
の
皆
さ

ん
も
こ
の
２
人
に
続
く
よ
う
勉
学
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
。

附
属
養
護
学
校
で
は
、
毎
年
２
月
に
同
窓

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
等
部
で
は
、
そ
の

同
窓
会
に
合
わ
せ
て
、
卒
業
後
の
生
活
に
目

を
向
け
る
こ
と
を
目
的
に
「
卒
業
生
と
の
交

流
会
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
２
月

15
日
に
そ
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
交
流
会
に
は
、
卒
業
生
45
名
・
Ｏ

Ｂ
の
先
生
７
名
の
方
々
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
、
高
等
部
生
徒
21
名
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
高
等
部
の
生
徒
の
企
画
・
進
行
で
、

卒
業
生
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
給
料
を
何
に
使

っ
て
い
る
か
」「
一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め

に
が
ん
ば
る
こ
と
」
な
ど
の
質
問
に
「
好
き

な
物
を
買
う
、
生
活
費
に
使
う
」「
洗
濯
や

食
事
を
す
る
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
な

ど
の
先
輩
か
ら
の
答
え
に
、
生
徒
た
ち
も
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、『
友
だ
ち
に

な
ろ
う
』
の
ダ
ン
ス
の
後
に
、
○
×
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、
久
し
ぶ
り
に
あ
う
友
だ
ち
や

先
生
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
卒
業
生
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来

年
も
来
ま
す
。」
の
言
葉
に
企
画
し
た
高
等

部
の
生
徒
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

大
分
県
立
香
々
地
少
年
自
然
の
家
で
は
、

不
登
校
傾
向
や
集
団
に
な
じ
み
に
く
い
引
き

こ
も
り
が
ち
な
青
少
年
を
対
象
に
、「
自
然

大
好
き
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
を
、
年
に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
と

呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
教
育
福
祉
科

学
部
で
主
に
心
理
学
を
専
門
に
学
ん
で
い
る

学
生
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

対
人
関
係
が
苦
手
で
あ
っ
た
り
、
と
て
も
気

持
ち
が
傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

す
。
学
生
た
ち
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
に
信
頼
さ

れ
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
的
な
存
在
に
な

ろ
う
と
奮
闘
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
そ

ん
な
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
に
信
頼
を
寄
せ
、

野
外
活
動
や
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
共

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

本
校
２
年
部
で
は
毎
年
２
月
に
４
泊
５
日

の
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。

こ
の
修
学
旅
行
で
は
25
年
ほ
ど
前
か
ら
自

主
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
班
ご
と
に
自

分
た
ち
で
行
き
先
を
決
め
、
計
画
を
立
て
て

研
修
を
し
て
き
ま
す
。
今
年
の
修
学
旅
行
で

は
「
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
各
班
で
２
人
会
っ

て
く
る
人
を
決
め
ま
し
た
。
多
く
の
班
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
て
、
和
菓
子
屋

さ
ん
や
寺
社
な
ど
様
々
な
相
手
先
に
電
話
を

か
け
、
会
っ
て
い
た
だ
く
約
束
を
取
り
付
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
保
護
者
の
援
助
で
会
え

る
よ
う
に
な
っ
た
陶
芸
家
、
染
色
家
、
狂
言

師
の
方
々
な
ど
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

方
々
か
ら
は
貴
重
な
人
生
観
、
職
業
観
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
自
主
研
修

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

学内トピックス
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中
国
政
府
か
ら
の
奨
学
金
を

本
学
留
学
生
の
２
名
が
獲
得

陶芸家河合哲徳さんのお話を聞く

卒
業
生
と
の
交
流
会

香
々
地
少
年
自
然
の
家
で
の

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
活
動

附
属
中
学
校
修
学
旅
行

「
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
」

交流会の質問コーナー



学園だより

に
ア
ー
ト

を
見
出
す

こ
と
が
出

来
る
か
!!
」

と
い
う
目

標
を
掲
げ
、

定
期
的
に
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
海
や
山
に

行
っ
た
り
し
て
、
そ
こ
で
な
に
か
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
ま
で
は
展
示
会
に
な
ら
な
い

と
部
員
同
士
で
も
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て

い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
物
を
作
っ
て
い
る
か

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
詳

し
く
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
２
ヶ

月
に
１
回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
作
品
を
見
せ

合
っ
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学園だより
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こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
は
今
年
も
行
わ
れ
る
九
州
リ
ー
グ
に
向

け
て
、
男
子
２
部
昇
格
、
女
子
１
部
昇
格

を
目
標
に
、
部
員
全
員
一
致
団
結
し
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
大
学
生
に

な
っ
て
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
人

が
多
い
部
で
す
が
、
そ
れ
で
も
常
に
向
上

心
を
持
ち
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

初
心
者
の
上
達
ぶ
り
は
経
験
者
を
脅
か
す

美
術
部
は
現
在
27
人
の
部
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
主
に
学
園
祭
で
の
展
示
、

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
の
展
示(

白
蔵
展)
の

年
２
回
の
展
示
会
を
目
標
に
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
２
つ
の
展
示

会
と
も
協
同
作
品
を
出
展
し
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
板
に
絵
を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
「
日
常
生
活
に
お
い
て
い
か

旦
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス

C
IR
C
L
E
 P
R
E
S
E
N
T
A
T
IO
N

C
IR
C
L
E
 P
R
E
S
E
N
T
A
T
IO
N

美
術
部

美美
術術
部部

美
術
部

美
術
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
部部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

練習風景です。第２体育館で練習しています。
いつでも，見学歓迎です!!

「白蔵展」に
出展した作品

「黒猫」

「活花」

ほ
ど
で
す
。
そ
れ
は
、
部
員
全
員
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
！

ま
た
、個
性
あ
ふ
れ
る
部
員
ば
か
り
で
、

毎
日
の
部
活
が
と
て
も
楽
し
く
、
練
習
以

外
で
も
先
輩
後
輩
の
仲
が
と
て
も
良
い
部

で
す
。
こ
の
関
係
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

元
気
の
源
で
す
！



学園だより

こ
ん
に
ち
は
。
医
学
部
軽
音
楽
部
で
す
。

軽
音
楽
と
い
う
と
、分
か
り
に
く
い
で
す
が
、

要
す
る
に
バ
ン
ド
の
こ
と
で
す
。
練
習
は
主

に
バ
ン
ド
単
位
で
部
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
春
と
冬
に
市
内
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
で
の
定
期
演
奏
会
、
夏
の
他
大
学
と

の
合
同
合
宿
、
秋
の
医
学
部
祭
で
の
演
奏
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ン
ド
に
よ
っ
て

は
県
内
の
色
々
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
出
演
し

た
り
と
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
達
は
５
月
に
大
分
で
開
催
さ
れ
る
、
九

州
山
口
医
科
学
生
体
育
大
会(

通
称
九
山)

に

向
け
て
、
現
在
猛
練
習
中
で
す
。
九
山
と
は

毎
年
九
州
と
山
口
の
医
学
部
の
学
生
が
集
ま

っ
た
大
会
の
こ
と
で
、
軽
音
楽
部
門
は
今
年

は
大
分
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主
管

校
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
準
備
も
色
々
と

大
変
で
す
が
、
い
い
九
山
に
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
５
月
４
日
に
音
の
泉
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
か
っ
た
ら
見

に
き
て
く
だ
さ
い
！

を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、
職
場
の
先
輩

で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
未
熟
な
私
に

多
く
の
先
輩
た
ち
が
一
か
ら
十
ま
で
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
広
報
「
よ
の
う
づ
」
が
発

行
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
た
だ
待
っ
て
い
れ

ば
ア
ド
バ
イ
ス
が
降
っ
て
来
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

か
ら
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
、

困
っ
た
時
に
人
か
ら
与
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
学
生
時

代
の
間
に
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
皆
さ
ん
に
心
が
け
て

欲
し
い
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
こ
れ
は
、

ど
の
職
場
に
行
っ
て
も
き
っ
と
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

・
自
分
が
苦
手
な
分
野
の
講
義
で
も
楽

し
め
る
心
を
も
つ
こ
と

・
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
も
つ

こ
とあ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る
学
生
生
活
。

ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

学園だより
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私
は
、
海
沿
い
の
村
・
米
水
津
（
よ

の
う
づ
）
で
平
成
15
年
４
月
か
ら
広
報

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
村
役

場
で
す
の
で
、
取
材
か
ら
文
章
、
構
成

に
至
る
ま
で
１
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

文
章
が
浮
か
ば
ず
、
つ
ら
さ
を
感
じ
る

反
面
、
多
く
の
人
に
出
会
い
、
取
材
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

か
く
い
う
私
も
の
ん
び
り
と
学
生
気

分
で
就
職
し
た
た
め
、
広
報
関
連
の
知

識
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
く
４
月
当
初
は
、

か
な
り
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私

挾
間
キ
ャ
ン
パ
ス

医
学
部
軽
音
楽
部

医医
学学
部部
軽軽
音音
楽楽
部部

医
学
部
軽
音
楽
部

医
学
部
軽
音
楽
部

今
を
楽
し
め
て
い
ま
す
か
？

卒
業
生
か
ら
贈
る
言
葉

今
を
楽
し
め
て
い
ま
す
か
？

小 野 幸 代
お　 の　　 ゆき　　よ

平成１４年度　教育学研究科
教科教育専攻理科教育専修　修了



学園だより

附
属
小
学
校
で
は
、
２
月
12
日
に
不
審

者
対
応
の
防
犯
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
13
年
の
大
阪
教
育
大
附
属
池
田
小

学
校
の
事
件
は
、
附
属
小
学
校
に
と
っ
て

も
他
人
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
出
来
事

と
し
て
受
け
止
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事

件
を
教
訓
に
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
年
２
回
行
う
避
難
訓
練
の
１

回
に
防
犯
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
校
舎
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
ど
お
り
の
訓
練
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
域
の
西
大
分
交
番
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
の
内
容
は
、
昇
降
口
に
近
い
１
年

２
組
に
刃
物
を
持
っ
た
男
が
侵
入
し
た
と

い
う
想
定
で
、
担
任
が
非
常
ベ
ル
を
作
動

さ
せ
、
児
童
の
安
全
な
誘
導
と
不
審
者
の

捕
獲
に
全
教
職
員
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

不
審
者
の
侵
入
は
無
い
こ
と
が
一
番
で

す
が
、
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
児
童

と
教
職

員
の
防

犯
意
識

が
高
ま

れ
ば
と

考
え
て

い
ま
す
。

附
属
中
学
校
で
は
、
２
月
５
日
不
審
者

が
校
内
に
侵
入
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防

犯
訓
練
を
警
察
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
し

た
。訓

練
内
容
は
、
①
警
察
へ
の
通
報
体
制

の
確
認
、
②
生
徒
の
誘
導
、
③
不
審
者
へ

の
対
応
の
３
つ
で
す
。
警
察
官
が
不
審
者

の
役
割
を
演
じ
て
、
授
業
中
の
教
室
に
突

然
刃
物
を
持
っ
た
男
が
侵
入

し
た
と
い
う
想
定
で
、
訓
練

と
は
思
え
な
い
真
剣
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
２
月
３
日

に
実
技
講
習
を
受
け
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
実
施
で
き
ま

し
た
。

訓
練
後
は
、
警
察
の
方
か
ら
指
導
と
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
い

か
に
早
く
不
審
者
侵
入
の
情
報
を
察
知
す

る
か
、
２
つ
目
は
、
情
報
を
察
知
し
た
ら
、

み
ん
な
で
早
く
情
報
を
知
ら
せ
合
う
、
３

つ
目
は
、
警
察
に
早
く
知
ら
せ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

実
地
に
訓
練
す
る
こ
と
で
、

日
頃
か
ら
危
険
に
対
す
る
認

識
と
安
全
に
対
す
る
意
識
付

け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
安
全
を

第
一
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
種
は
、
大
島
桜
を
母
種
と
す
る
品
種
の

一
つ
で
、
観
賞
用
と
し
て
植
栽
さ
れ
ま
す
。

品
種
名
は
牡
丹
の
花
の
よ
う
に
花
弁
が
幾
重

に
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
こ
の
桜
の
花
は
、
大
分
大
学
と
出
前
の

公
開
講
座
（
お
お
の
夢
魅
塾
）
で
縁
の
深
い

大
野
町
が
町
花
と
制
定
し
て
い
ま
す
。

本
品
種
の
花
で
は
、
雄
蕊
（
お
し
べ
）
は

正
常
で
す
が
、
雌
蕊
（
め
し
べ
）
が
、
桜
の

葉
を
極
小
形
し
た
よ
う
な
葉
脈
や
鋸
歯
の
あ

る
緑
色
葉
の
形
状
を
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

観
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
花
を
構
成
す
る
雄

蕊
･
雌
蕊
･
花
弁
･
萼
等
が
、
葉
を
祖
先
と

し
て
現
在
の
形
に
進
化
し
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
本
品
種
の
場
合
は
、
他
の
植

物
の
花
に
観
ら
れ
る
一
般
的
な
雌
蕊
が
、
品

種
改
良
の
途
上
で
逆
行
（
退
行
）
進
化
し
、

進
化
前
の
葉
の
様
相
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

学園だより
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不審者を取押さえる先生たち警察からの注意

附属小学校･中学校

不審者に対応するための防犯訓練を実施

不審者侵入不審者の逮捕

みんな逃げろ!!



教養教育だより

大
学
４
年
生
や
大
学
院
生
を
ま
が
り
な
り

に
も
教
育
し
卒
業
・
修
了
さ
せ
る
と
、
ま
も

な
く
18
歳
の
若
者
が
入
学
し
て
く
る
、
そ
ん

な
季
節
で
す
。
大
学
の
一
教
員
と
し
て
、
い

ろ
ん
な
個
性
を
持
つ
学
生
に
、
高
度
な
技
術

や
知
識
を
授
け
、
そ
し
て
社
会
で
立
派
に
活

躍
で
き
る
人
材
と
し
て
教
育
し
た
つ
も
り
で

す
。
さ
て
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
如
何
な
も

の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

私
で
も
若
い
教
員
に
入
る
の
か
、
中
堅
に

な
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
私

か
ら
見
て
も
最
近
の
若
者
の
考
え
方
は
、
か

な
り
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
の

流
れ
や
社
会
・
文
化
の
発
展
が
も
た
ら
し
た

好
ま
し
い
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
理
解
し
が

た
い
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
ち
ら

の
戸
惑
い
と
は
お
構
い
な
し
に
、
こ
れ
か
ら

も
毎
年
学
生
の
様
子
や
思
考
は
、
さ
ら
に
訳

の
わ
か
ら
な
い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
変
化
に
大
学
教
員
も
適
切
に

反
応
し
て
、
教
育
方
法
は
進
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。教
員
と
は
大
変
な
仕
事
で
す
。

本
年
１
月
に
、「
初
年
次
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
長
崎
大
学
）」
に
参

加
す
る
機
会
を
得
て
、
非
常
に
興
味
あ
る
講

演
を
聴
き
ま
し
た
。
現
在
の
若
者
気
質
の
特

徴
に
つ
い
て
で
す
。
現
代
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表

現
す
る
と
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
そ

う
で
す
‥
。「
デ
ジ
タ
ル
的
思
考
」「
リ
セ
ッ

ト
可
能
な
人
生
」「
縦
社
会
で
は
な
く
横
社

会
」、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
意
味
か
は
何
と

な
く
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
が
、

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
「
論
理
的
思
考
を

要
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
好
き
だ

か
ら
す
る
／
嫌
い
だ
か
ら
や
ら
な
い
」
と
考

え
行
動
し
、「
好
き
だ
け
ど
、
○
○
だ
か
ら

我
慢
す
る
」「
嫌
い
だ
け
ど
○
○
だ
か
ら
や

る
」
な
ど
と
い
う
思
考
は
希
薄
で
あ
り
、
面

倒
く
さ
く
な
っ
た
ら
単
純
に
す
ぐ
「
リ
セ
ッ

ト
」
し
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
師
や
先
輩
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
自

分
な
り
に
考
え
、
そ
の
中
か
ら
自
ら
の
生
き

方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
は
な
く
、
気
軽
に

気
を
遣
わ
ず
に
適
当
に
友
達(

み
た
い
な)

感

覚
を
好
む
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
若
者
気
質
の
特
徴
に
加
え
、

受
験
勉
強
で
疲
弊
し
た
思
考
の
ま
ま
で
は
、

問
題
解
決
能
力
や
何
が
問
題
な
の
か
を
見
出

す
能
力
を
求
め
る
こ
と
は
到
底
無
理
に
な
り

ま
す
。
単
な
る
○
×
選
択
は
直
観
力
は
あ
る

程
度
養
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
間
違
え

た
場
合
の
や
り
直
し
や
、
未
知
の
課
題
に
対

す
る
反
応
力
は
育
ち
ま
せ
ん
。
人
生
○
×
だ

け
で
、
説
明
や
議
論
が
な
く
て
も
生
き
て
い

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
い
社
会
に
飛
び

込
ん
で
い
か
ず
、
近
辺
に
生
活
圏
を
探
し
、

集
団
を
避
け
、
少
人
数
さ
ら
に
は
個
人
で
も

生
き
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
対
社

会
、
対
人
間
で
考
え
て
み
た
場
合
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
省
い
て
き
た
、
あ
る
い
は
拒
絶
し

て
き
た
の
で
は
、
逆
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
向

き
合
っ
て
き
た
者
た
ち
と
大
き
く
性
格
が
異

な
っ
て
き
ま
す
。
社
会
性
や
人
間
性
の
基
礎

は
本
来
な
ら
、
幼
少
期
や
初
等
教
育
期
に
培

わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て

は
高
等
教
育
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
今
ど
き
」
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
学
生
諸
君
に
は
少
し
で
も
、
論
理

的
思
考
を
持
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
大
学
の
特
徴
と
い
え

ば
、
大
学
入
学
時
に
行
う
「
初
年
次
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
や
シ

ス
テ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
こ
に
各
大

学
の
個
性
が
ひ
か
り
ま
す
。
本
学
で
も
も
ち

ろ
ん
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
大
学
で
の

初
年
次
教
育
の
「
少
人
数
教
育
」
は
、
注
目

に
値
し
ま
す
。
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
（
論
理

的
思
考
の
形
成
、
対
話
・
話
術
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
ま
た
は
精
神
的
人
格
の

向
上
）
が
あ
り
、
教
育
効
果
は
非
常
に
高
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
人
的
や
時
間

的
な
コ
ス
ト
（
授
業
の
準
備
な
ど
）
は
か
な

り
か
か
り
ま
す
が
、
大
学
全
体
の
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
そ
ん
な
に
大
変
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
初
年
次
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
４
年
間
を
通
し
た
一
貫
教

育
の
シ
ス
テ
ム
も
是
非
整
備
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
点
で
す
。
初
年
次
教
育
に
過
度
の
期

待
と
詰
め
込
み
を
行
っ
て
も
、
た
ぶ
ん
学
生

は
消
化
で
き
ま
せ
ん
。
初
年
次
教
育
が
入
り

口
と
し
た
ら
、
２
・
３
年
次
で
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
４
年
次
に
お
い
て
は
大
き
な
成
果
と

な
る
よ
う
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
育
も
必
要
で

す
。
学
習
意
欲
の
喚
起
、
学
習
手
段
の
伝
授
、

課
題
の
解
決
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど
の
年

次
進
行
型
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
学
は
多
く

の
教
育
手
法
の
複
合
体
で
あ
り
、
多
く
の
教

員
が
多
く
の
や
り
方
を
も
っ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
広
く
公
開
し
、
素
晴
ら
し
い
教
育

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
も
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
事
務
サ
イ
ド
の
多
大
な
る
理
解
と
サ

ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。

最
後
に
、
本
学
の
学
生
諸
君
に
一
言
。
大

学
教
員
も
自
ら
の
研
究
に
限
ら
ず
、
講
義
内

容
・
方
法
、
教
育
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

日
々
研
鑽
し
て
い
る
の
で
、
遠
慮
せ
ず
教
員

室
の
扉
を
叩
い
て
欲
し
い
の
で
す
。そ
し
て
、

君
ら
の
考
え
を
是
非
披
露
し
て
頂
き
た
い
の

で
す
。
学
生
も
大
学
の
構
成
員
で
あ
り
、
教

育
を
受
け
る
権
利
（
義
務
的
な
面
も
あ
る
こ

と
も
）
を
忘
れ
ず
、
授
業
改
善
の
提
案
を
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

君
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ

け
の
花
な
の
だ
か
ら
・
・
・
・
　
　

教養教育だより
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大
学
生
の
気
質
と
初
年
次
教
育

大大
学学
生生
のの
気気
質質
とと
初初
年年
次次
教教
育育

大
学
生
の
気
質
と
初
年
次
教
育

大
学
生
の
気
質
と
初
年
次
教
育

（（（
大
学
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
　
工
学
部
応
用
化
学
科
　
助
教
授

大
学
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

工
学
部
応
用
化
学
科

助
教
授

大
学
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

工
学
部
応
用
化
学
科

助
教
授
）））

井
上
　
高
教

井
上

高
教

井
上

高
教

い
の
う
え
　
　
た
か
の
り

い
の
う
え

た
か
の
り

い
の
う
え

た
か
の
り

け
ん
さ
ん
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ルイス・エドワルド・アイバール病院は、カリブ海に浮かぶドミニカ共和国の首都サントドミンゴ市に

1946年に設立された国内最大の専門医養成機関で，1996年12月13日に旧大分医科大学との間で学術協

力協定を締結しました。

この学術協力協定は，従来よりカリブ海地域を中心に行っていた多数の研究における研究者個々の交流

が協定として実を結んだものでしたが，最近では国際協力としての関わりも強くなっています。

現在，独立行政法人国際協力機構により医療従事者への医学教育が効果的に行われることを目的として

1999年に発足したプロジェクト方式技術協力「ドミニカ共和国医学

教育プロジェクト」が進行中で，2000年にはプロジェクトの拠点と

して，アイバール病院敷地内に日本政府の無償資金協力により，ドミ

ニカ‐日本友好医学教育センターが建設されました。

本学はこのプロジェクトを医学部を中心に支援しており，同センタ

ーへ専門家または調査団として放射線医学教官，疫学教官，放射線部

技師など，これまで延べ45人を派遣しています。また，同センター

から外国人受託研修員として，放射線科医を中心に18人を受入れて

います。

ノースキャロライナ大学シャーロット校（以下，UNCC＝The University of North Carolina at

Charlotte）は州立ノースキャロライナ大学を形成する全16校のうち，４番目に大きい大学です。学生総

数は１万８千人で，世界65カ国からの留学生が在籍しています。

UNCCの前身は，1946年にノースキャロライナ州立夜間短期大学の14分校の一つとして，開校された

シャーロットセンターです。そして，1949年にそれを廃し，シャーロット短期大学 (Charlotte College)

が創立されました。1964年にノースキャロライナ州議会が短期大学を４

年制に格上げする法案を議決し，その翌年同州議会がシャーロット短期大

学をノースキャロライナ大学シャーロット校とする法案を議決し，現在に

至っています。

学部は，建築学部，文理学部，教育学部，ビ

ジネス・アドミニストレーション学部，工学部，

保健・看護学部，情報技術学部の７学部から成

っています。そして，それぞれの分野で修士，

博士課程の大学院が設けられています。文理学

部には日本語も開講されていて，年々受講者が

増えています。

広大で静かなキャンパスには学部・大学院の建物以外に，J. マレ

ー・アトキンス図書館や宿舎

があり，治安上の点でも，学

生は安心して学業に励めます。

(The University of North Carolina at Charlotte)

(HOSPITAL DR. LUIS EDUARDO AYBAR)

ドミニカ‐日本友好医学教育センター

図書館外観：立派なJ. マレー・アトキンス
図書館の外観。

図書館内：辞書などが置かれている
レファランス・エリア。

日本語を勉強しているUNCCの学生達

西インド諸島 

シカゴ 

アメリカ合衆国 

ドミニカ共和国 

サントドミンゴ 

ルイス･エドワルド･ 
アイバール病院 

ノースキャロライナ大学 
シャーロット校 

協
定
校
紹
介

ノースキャロライナ大学
シャーロット校
ノースキャロライナ大学
シャーロット校
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平
成
15
年
12
月
13
日
に
、
構
内
の
留
学
生

寄
宿
舎
、
大
分
市
内
に
あ
る
国
際
交
流
会
館

で
留
学
生
に
よ
る
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
火
災
や
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
安
全
な
避
難

路
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
危
機
管
理
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、
当
日
は
土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
留
学
生
が
参
加
し
、
ビ
デ
オ
に

よ
る
防
火
意
識
の
高
揚
、
消
防
署
員
に
よ
る

講
話
、
避
難
は
し
ご
に
よ
る
避
難
訓
練
、
火

災
報
知
器
の
取
扱
い
お
よ
び
消
火
器
に
よ
る

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
前
回
同
様
、
消
防
署
員
の
説
明
に

留
学
生
が
通
訳
を
行
い
、
ユ
ー
モ
ア
の
な
か

に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

国際交流
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日本ではそろそろ桜の季節を迎えていることだ
と思います。私は，４年前に医学部看護学科老年
看護学の研究生として１年半の研究期間を終えた
後，医学系研究科看護学専攻修士課程に入学しま
した。入学式の日，共に入学した友人の末成先生
（現，看護学科助手）と２人で由布川小学校の裏手
にある桜の木の下で，記念写真をとったことが懐
かしく思い出されます。その時の私は，満開の桜
の木の下で，少し緊張した顔をして，未来への不
安と希望で一杯でした。大学院での２年間は，研
究の楽しさと苦労の両方を経験することができ，
とても充実した留学生活でした。看護学科の先生
方のご指導や院生のサポートはもとより，主人と
息子の力も借りながら，やっと無事に修了の日を
迎えることができた時には，ほっとしたと言うよ
りも，『これからが始まり！』という思いを強く抱
いたことを覚えています。
帰国後，私は中国河北省石家荘市にある河北医
科大学の看護学科の教員として，看護教育に携わ
ることになりました。留学前は同附属病院で看護
師として勤務していた私にとって，それまで経験
したことのない分野で，戸惑いがありましたが，
３年余の留学経験での学びが後押しとなり，教育
の仕事に就くことを決心しました。河北医科大学
は1915年に設立され，89年の歴史がありますが，
看護学科は開設されてまだ間もない状況にありま
す。そうした中で，私は，看護学科の教員の１人
として，留学時に学んだことを活かしながら，学

生の豊かな人間性の養成を目指したカリキュラム
の構築，授業設計，教授方法の工夫等に取り組ん
でいます。特に，カリキュラムを組み立てる仕事
の中で私が強く推し進めたのは，近年高齢化がす
すむ中国の将来を見据えて，「老年医学」と「老年
看護学」を科目として立ち上げたことです。私は，
修士論文として「中国石家荘市の壮年期住民がも
つ高齢者に対する介護意識」というテーマに取り
組みました。石家荘市は私の居住地ですが，今で
は65歳以上の老年人口が10％以上を占めるように
なり，高齢者介護の問題が近い将来生じることは
間違いありません。帰国後もこの研究を継続して
いますが，研究と教育を通して学生と共に高齢者
の健康とその支援について考えたいと思っていま
す。
まだまだ教育者としては初心者ですが，指導教
授であったマーナ豊澤英子先生（現，McMaster大
学）の看護教育理論の授業，老年看護学の講義・
演習，臨地実習の指導などで学習した看護基礎教
育の方法を活用し，自分でもさらに知識を得なが
ら，よりよい看護教育を目指したいと思います。
大変な日々ですが，疲れていても，学生の笑顔を
見ると，ほっとした気持ちになるなど，教師とし
ての満足感が少し分かるようになりました。
『大分は私の第二の故郷』といつも思っていま
す。満開の桜，温泉，静かな町，そして友人の笑
顔，いつかまた大分の皆様に会えることを楽しみ
にしています。

家族と共に，右端が張さん

留
学
生
に
よ
る

留留
学学
生生
にに
よよ
るる

留
学
生
に
よ
る

留
学
生
に
よ
る

消
防
訓
練

消消
防防
訓訓
練練

消
防
訓
練

消
防
訓
練

2001年3月大分医科大学大学院医学系研究科看護学専攻修士課程修了
現在，河北医科大学看護学科助教授

張瑞麗
ちゃん るいり
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保健管理センターでは，充実した学生生活を送る事ができるように，次のような
ことを行なっています。気軽に訪ねてみてください。

●　健 康 診 断 ：　毎年４～５月に健康診断をします。
●　健 康 相 談 ：　困った事，心配な事など健康面の相談に応じます。
●　応 急 処 置 ：　風邪，腹痛，擦り傷などの応急処置をします。
●　カ ウ ン セ リ ン グ ：　秘密厳守で専門家が相談に応じます。
●　休　　　　　　　養 ：　具合が悪い時の休養ベッドがあります。
●　健 康 管 理 ：　自己管理に役立つ機器や情報があります。
●　健康診断証明書発行　

利用時間 月曜から金曜，８時３０分～１７時１５分

保健管理センター

教授（内科医師） 寺尾　英夫　所長（主に旦野原キャンパス）

（旦野原キャンパス） 挾間健康相談室（挾間キャンパス）

教授（精神神経科医師） 藤田長太郎 助手（内科医師） 油布　文枝

看護師 甲斐　道子 保健師 小池　　惠

専門職員 本田麻千子 非常勤事務職員

スタッフ紹介 旦野原，挾間とも非常勤医師 (整形外科，婦人科，精神科等)，カウンセラーがいます。

保健管理センター平面図（旦野原キャンパス）
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研究紹介

私
の
専
門
は
電
子
工
学
で
す
。
電
子
工
学

の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

と
い
う
分
野
の
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
言
う
言

葉
は
比
較
的
新
し
く
、
従
来
の
パ
ワ
ー
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
強
電
分
野
の
み
を
対
象
と

し
て
い
た
の
に
対
し
、弱
電
分
野
も
含
め
た
、

あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
、
伝
送
、
制

御
に
関
す
る
研
究
分
野
で
す
。
弱
電
機
器
が

研
究
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

に
は
、
使
用
台
数
の
著
し
い
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
一
台
あ
た
り
の
消
費
電
力

が
い
く
ら
小
さ
く
て
も
、
使
用
台
数
が
増
大

す
れ
ば
、
そ
の
消
費
電
力
は
無
視
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
最
大
の
テ
ー
マ
は

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

私
は
こ
の
よ
う
な
研
究
分
野
の
中
で
特
に
次

に
紹
介
す
る
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。小

型
・
軽
量
で
高
効
率
の
電
源
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
高
周
波
で

動
作
す
る
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
の
効
率
改
善

と
制
御
方
式
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
低
電
圧
・
大
電
流
の
電
源
の
過

渡
応
答
の
改
善
お
よ
び
制
御
方
式
の
研
究
を

や
っ
て
い
ま
す
。
応
用
例
は
C
P
U
用
電
源

等
の
待
機
モ
ー
ド
を
有
す
る
電
子
機
器
で
、

ス
リ
ー
プ
モ
ー
ド
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
モ
ー
ド

に
移
行
す
る
時
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
場
合

に
発
生
す
る
出
力
電
圧
の
過
渡
変
動
を
押
さ

え
る
回
路
方
式
と
制
御
方
式
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

近
年
、
ほ
と
ん
ど
の
電
子
機
器
は
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
電
子

機
器
本
体
と
電
源
部
分
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
を
容
易
に
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

用
い
ま
す
。
そ
の
際
、
電
源
の
制
御
も
デ
ジ

タ
ル
で
や
っ
て
し
ま
お
う
、
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
機
器
の
各
種
情
報

の
取
得
が
容
易
に
な
り
、
ま
た
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
も
向
上
し
ま
す
。

業
務
用
あ
る
い
は
家
庭
用
冷
蔵
庫
の
直
流

ブ
ラ
シ
レ
ス
電
動
機
用
の
電
源
の
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
直
流
ブ
ラ
シ
レ
ス
電
動
機
は

一
種
の
イ
ン
バ
ー
タ
で
す
。
通
常
の
電
源
と

同
様
に
高
効
率
、
高
力
率
、
低
ノ
イ
ズ
が
要

求
さ
れ
ま
す
が
、
直
流
電
動
機
特
有
の
問
題

が
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

接
触
・
非
接
触
を
問
わ
ず
、
高
電
圧
、
大

電
流
の
充
電
器
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
電
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
高
効
率
の
み
な

ら
ず
、
高
力
率
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

バ
ッ
テ
リ
ー
電
圧
バ
ラ
ン
ス
回
路
の
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
も
、
回

路
方
式
と
制
御
方
式
の
検
討
が
主
な
内
容
で

す
。太

陽
電
池
パ
ネ
ル
を
用
い
た
発
電
シ
ス
テ

ム
の
研
究
で
す
。
太
陽
電
池
の
電
力
を
、
一

旦
、
蓄
電
池
に
充
電
し
、
そ
の
直
流
電
圧
を

交
流
電
圧
に
変
換
し
、
商
用
電
源
と
の
連
携

を
行
う
方
式
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
研
究

の
内
容
は
、
最
大
電
力
追
尾
方
式
と
、
電
力

変
換
回
路
方
式
で
す
。

周
期
的
に
繰
り
返
す
回
路
を
解
析
す
る
た

め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

電
力
変
換
回
路
をS

P
IC
E

等
の
汎
用
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
で
解
析
す
る
場
合
、
回
路
の
定
常

状
態
を
求
め
る
ま
で
に
は
膨
大
な
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
開
発
中
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
そ

れ
を
数
サ
イ
ク
ル
で
計
算
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
回
路
の
伝
達
関
数
や
大
振
幅
過

渡
応
答
な
ど
、
専
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
利
点

を
い
か
し
た
解
析
が
行
え
ま
す
。

以
上
、
現
在
の
私
の
研
究
を
簡
単
に
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
21
世
紀

の
人
間
社
会
に
役
に
立
つ
も
の
に
な
る
よ

う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
講
師
　

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
講
師

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
講
師

佐
藤
　
輝
被

佐
藤

輝
被

佐
藤

輝
被

■
直
流
ブ
ラ
シ
レ
ス

電
動
機
用
電
源
の
開
発

さ
と
う
　
　
て
る
か
ず

さ
と
う

て
る
か
ず

さ
と
う

て
る
か
ず

■
電
子
機
器
用

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
の
研
究

■
は
じ
め
に

■
デ
ジ
タ
ル
制
御
に
よ
る

電
力
変
換
装
置
の
研
究

■
電
気
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー

充
電
器
の
研
究

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
研
究

■
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発

■
お
わ
り
に
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検索画面

図書館だより
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平成15年12月より大分県立図書館，大分大学附属図書館本館，大分大学附属図書館医学分館の3館間の

横断検索ができるようになりました。これを利用すると上記3館のOPAC（コンピュータによる図書館資

料目録）を一度に検索することができます。

附属図書館のホームページの資料検索から横断検索を選択するか，次のＵＲＬにアクセスしてください。

http://inazumi.lib.oita-u.ac.jp

利用方法は画面中の各helpを参照してください。

検索結果は始め各館別のヒット件数が表示され，そこから各館別の一覧表示にいきます。また，そこで

資料別図書館一覧表示をクリックすると資料別の各館の所蔵状況が表示されます。なお，参加館は今後随

時増やしていく予定です。

横断検索が利用可能になりました。

図書館だ より



図書館だより

大分郡市医師会から学生用図書21冊が寄贈され,

その贈呈式が3月10日(水)14時から学長室において

行われました。

同医師会から毎年学生用図書の寄贈を受けていま

すが,今年度は,学生のための基礎的な医学専門書21

冊を寄贈していただきました。

寄贈していただいた図書は

医学分館3階大分郡市医師会寄

贈図書コーナーに配架してお

りますのでご利用ください。

新
産
業
・
新
技
術
の
開
発
は
、現
代
日
本
の
大
き
な
課
題
で
す
。

大
分
県
地
域
も
そ
し
て
大
分
大
学
で
も
そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。
近
世
に
お
い
て
、
諸
藩
は
「
国
産
奨
励
」
の
名
の
も

と
に
特
産
品
を
形
成
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
言
え
ば
、
薩
摩
（
後

に
は
讃
岐
）
の
砂
糖
、
阿
波
の
藍
、
出
羽
の
紅
花
な
ど
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
後
や
豊
前
で
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

「
佐
伯
の
殿
様
　
浦
で
も
つ
」
と
俗
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
佐

伯
藩
に
と
っ
て
浦
方
（
沿
岸
部
）
の
資
源
は
極
め
て
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
坂
肥
物
商
組
合
一
班
」
と
い
う
大
坂
の
肥
料
問
屋
の
沿
革

に
つ
い
て
ま
と
め
た
史
料
が
大
阪
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
に
「
諸
干
鰯
ノ
内
、
宇
和
・
佐
伯
・
臼
杵
・
佐

賀
関
、
右
四
ケ
所
の
干
鰯
ハ
、
格
別
ノ
物
故
、
此
四
ケ
所
重
（
主
）

ニ
引
受
候
問
屋
共，

申
通
リ
ニ
テ
買
取
申
す
べ
く
様
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
記
載
で
あ
り
、
か
つ

て
は
豊
後
水
道
に
面
し
た
４
ケ
所
の
干
鰯
は
、
極
上
品
で
あ
り
、

ま
さ
に
売
り
手
市
場
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

干
鰯
は
、
鰯
・
鯵
な
ど
の
小
魚
か
ら
つ
く
る
魚
肥
で
す
。
畿
内

や
瀬
戸
内
地
域
で
主
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
特
に
肥
料
を
欲
す
る
木

綿
の
栽
培
に
は
不
可
欠
の
金
肥
で
し
た
。
木
綿
は
、
そ
れ
ま
で
麻

が
用
い
ら
れ
て
い
た
庶
民
の
着
物
に
仕
立
て
ら
れ
、
急
速
に
普
及

し
て
い
き
ま
し
た
。

豊
か
な
海
の
恵
み
と
天
然
の
地
形
を
生
か
し
た
新
商
品
が
豊
後

水
道
産
の
干
鰯
で
し
た
。

干
鰯
干干
鰯鰯
干
鰯
干
鰯
（
ほ
し
か
）

（（
ほほ
しし
かか
））

（
ほ
し
か
）

（
ほ
し
か
）

大
分
大
学
理
事
（
教
育
担
当
）

豊
田
　
寛
三

と
よ
た
　

か
ん
ぞ
う

図書館だより
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大分郡市医師会から医学専門書を寄贈

学生･教職員のみなさんも利用できますので,勉強や仕事の合間のくつろぎのひとときを読書でお過

ごし下さい。

近
世
大
分
の
産
業
開
発
（
１
）

統合記念式典実行委員会から図書を寄贈

統合記念式典実行委員会から,本館には一般教養図書72冊,医

学分館には,新刊書240冊（金額的にはほぼ同額）が寄贈され

ました。

なお,医学分館に寄贈された図書には,小説や一般向けに書か

れた健康管理入門書,ベストセラー等が多く,一般利用者（近隣

の市民）も貸出が受けられる一般利用者コーナーに配架しまし

たので,どうぞ利用下さい。

↑
大分郡市医師会の山下副会長(左)から寄贈図書目録の
贈呈を受ける中山学長(右)

←
８年間にわたり
寄贈された図書の一部

医学分館に寄贈された図書



ほけかんだより

春
に
な
る
と
新
入
生
歓
迎
コ
ン
パ
が
花
盛

り
で
す
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
で
意
識
不
明
に
な
り
救
急
車
で
救
急
病

院
に
運
ば
れ
る
学
生
が
い
ま
す
。

新
聞
の
全
国
版
に
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
で
大
学
生
の
死
亡
記
事
を
見
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
輝
か
し
い
将
来
あ
る
大
学
生
が
こ

の
よ
う
な
事
件
で
死
亡
し
て
は
あ
ま
り
に
も

か
わ
い
そ
う
で
す
。

お
酒
を
飲
ま
せ
る
者
、
飲
む
者
、
飲
ま
さ

れ
る
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
知
識
を
充
分
に
知

っ
た
上
で
行
動
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
嗜
好
品
で
す
が
、
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
の
道
具
と
し

て
有
益
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
時

と
し
て
凶
器
と
化
す
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
ア
ル
コ
ー
ル
は
楽
し
い
飲
み
物
で
あ
り
た

い
も
の
で
す
。

注
!!

20
歳
未
満
の
人
の
飲
酒
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
（
未
成
年
者
飲
酒
禁
止

法
）。

ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
と
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、

吸
収
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
門
脈
を
経
て
肝

臓
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
代
謝
さ
れ
ま
す
。
代

謝
に
は
酵
素
の
力
が
必
要
で
、
図
１
の
よ
う

な
酵
素
が
働
き
ま
す
。

二
日
酔
や
吐
き
気
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

の
作
用
で
す
。
日
本
人
に
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
を
酢
酸
に
分
解
す
る
酵
素
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
２

が
欠
損
し
て
い
る

人
が
多
く
、
お
酒

が
飲
め
な
い
と
い

う
人
は
、
こ
の
酵

素
の
欠
損
の
た
め

で
す
。
約
44
％
の

日
本
人
が
欠
損
あ

る
い
は
少
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
、
ア
メ
リ
カ
人
、

ア
フ
リ
カ
系
黒
人

に
は
、
こ
の
酵
素

欠
損
者
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
こ
の
酵
素
欠
損
・
欠
乏
を
簡

単
に
調
べ
る
方
法
が
ア
ル
コ
ー
ル
・
パ
ッ
チ

テ
ス
ト
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
人
の
約
５
割
は
酒
が

飲
め
る
タ
イ
プ
、
４
割
は
訓
練
す
る
と
飲
め

る
タ
イ
プ
、
１
割
は
い
く
ら
訓
練
し
て
も
飲

め
な
い
タ
イ
プ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
能
力
に
は
限

界
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
大
瓶
１
本
（
日
本
酒
１

合
）
が
代
謝
さ
れ
る
の
に
約
３
時
間
か
か
り

ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
中
枢
神
経
抑
制
作
用
、
一

種
の
麻
酔
薬
で
す
。

●

ま
ず
理
性
や
知
性
を
司
る
大
脳
新
皮
質
を

マ
ヒ
さ
せ
ま
す
。
抑
制
が
取
れ
る
た
め
気
分

爽
快
に
な
っ
た
り
、
朗
ら
か
に
な
っ
た
り
、

大
胆
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。（
ほ
ろ
酔
い
）

●

大
脳
辺
縁
系
に
も
抑
制
作
用
が
及
び
ま
す

（
酩
酊
）。
千
鳥
足
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
い

っ
た
り
、
記
憶
が
と
ぎ
れ
ま
す
。

●

さ
ら
に
、
血
中
濃
度
が
増
す
と
旧
皮
質
や

小
脳
が
マ
ヒ
し
ま
す
（
泥
酔
）。

●

さ
ら
に
、
血
中
濃
度
が
増
す
と
脳
幹
と
脊

髄
系
が
マ
ヒ
、
い
わ
ゆ
る
全
身
麻
酔
と
同
じ

状
態
に
な
り
、
さ
ら
に
延
髄
ま
で
マ
ヒ
が
く

る
と
呼
吸
停
止
と
な
り
ま
す
（
昏
睡→

死
）。

同
じ
量
を
短
時
間
で
飲
む
の
と
、
時
間
を

か
け
て
飲
む
の
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
血
中
濃

度
が
全
く
違
い
ま
す
。
一
気
飲
み
は
短
時
間

に
飲
む
た
め
血
中
濃
度
が
急
激
に
上
が
り
、

脳
の
マ
ヒ
が
一
気
に
進
行
し
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
飲
む
と
、
ほ
ろ
酔
い
や
酩
酊
の
時
期
を
自

分
で
意
識
す
る
た
め
泥
酔
や
昏
睡
に
は
そ
う

な
り
ま
せ
ん
が
、
一
気
飲
み
の
場
合
は
意
識

清
明
か
ら
ほ
ろ
酔
い
や
酩
酊
を
意
識
し
な
い

ま
ま
一
気
に
泥
酔
や
昏
睡
に
進
ん
で
し
ま
う

の
で
危
な
い
の
で
す
。

ほけかんだより
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大
分
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長

寺
　
尾
　
英
　
夫

て
ら
　
　
　
お
　
　
　
ひ
で
　
　

お

アルコール問題全国市民協会= 
ASK=のリーフレットから 

①
ほ
ろ
酔
い 

②
め
い
て
い 

③
泥
　
酔 

④
昏
睡
↓
死 

急性アルコール中毒急性アルコール中毒 急性アルコール中毒 

陽気にはしゃぐ、脈拍増加 

立てなくなる、 
激しく吐く 

揺すっても呼んでも、 
起きない 

●酔ってないつもりで、 
　思いがけない事故 

●吐いたもので窒息 
●電車や車にひかれる 
●眠り込んで凍死 

●吐いたもので窒息 
●呼吸中枢がマヒして 
　呼吸停止 

足がふらつく、 
怒ったり泣いたり 

0.1～0.2％ 

0.2～0.3％ 0.3～0.4％ 
(昏睡)

0.4％以上 
(死)

血中アルコール濃度 
0.05̃0.1％ 

●転落やケンカ 

辺
縁
系 

脳
の
表
面 

(

新
皮
質)

脳
幹 

小
脳 

延髄 
(呼吸中枢)

完全にマヒ 
少しにマヒ 

ア
ル
コ
ー
ル
一
気
飲
み

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
ご
用
心

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
ご
用
心

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
ご
用
心

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
ご
用
心
!!!!!!!!

〜
イ
ッ
キ
飲
み
は
死
ぬ
こ
と
も
あ
る
危
険
な
行
為
〜

こ
の
頃
が
止
め
時

図1

ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用(

図
２)

図2

ア
ル
コ
ー
ル
代
謝

(

図
１)

大分合同新聞掲載　92.4.23 大分合同新聞掲載　92.5.16
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大分大学関連　新聞掲載記事大大分分大大学学関関連連 新新聞聞掲掲載載記記事事大分大学関連 新聞掲載記事大分大学関連 新聞掲載記事
(平成15年12月1日～平成16年2月29日)((平平成成1155年年1122月月11日日～～平平成成1166年年22月月2299日日))(平成15年12月1日～平成16年2月29日)(平成15年12月1日～平成16年2月29日)

12月
大分駅南「まちなか研究室」開設　 大分合同　12/1，西日本　12/3
推薦入試　 大分合同　12/3
中野重行附属病院長を紹介　 大分合同　12/4
事務職員が不正経理　 大分合同，西日本，朝日，毎日，読売，日経　12/6
教育福祉科学部前田明教授研究紹介　 朝　　日　12/6
経済学部が湯布院をテーマに学術講演会　 大分合同　12/8
医学部歯科口腔外科医師がベトナムでボランティア医療　 大分合同　12/8
大分大学が参加する都市型リサイクルシステムの共同研究　 大分合同　12/9，12/17
附属中のボランティア同好会が「子ども将棋チャレンジ講座」開催　 大分合同　12/11，1/9
大分商業就職・進学セミナーで大分大学教授が講義　 大分合同　12/11
別府大学短期大学部から初めて大分大学の大学院試験に合格　 大分合同　12/12
大分大学生林業体験ボランティア　 毎　　日　12/13
医学部腫瘍病態制御講座川原克信教授を紹介　 大分合同　12/14
医学部で大学病院治験推進セミナー　 大分合同　12/15
附属中でクリスマスコーラスコンサート　 大分合同　12/16
元経済学部長の故白木原孝臣名誉教授の遺族の寄附で大分合同福祉事業団が奨学金を創設 大分合同　12/16，1/30
工学部森口充瞭教授が鶴崎高で講演　 大分合同　12/17
全国産学官連携会議を開催　 日刊工業　12/18
医学部で防災と防火訓練　 大分合同　12/18
豊田寛三副学長を紹介　 大分合同　12/19
大分大学生，ひき逃げ容疑者逮捕の協力で感謝状　 大分合同　12/19
教育福祉科学部工藤修一講師の研究紹介　 朝　　日　12/20
V.B.L.アントレプレナーセミナーfor kidsの収益を歳末助け合いへ　 大分合同　12/20
大分大学マンドリンクラブ定期演奏会　 大分合同　12/21
総合科学研究支援センター川本文彦教授を紹介　 大分合同　12/25
大嶋誠教育福祉科学部長の随筆　 大分合同　12/25
１月
附属幼稚園児の列に車突っ込む　 大分合同，朝日，西日本　1/9
九州地区産学官連携シンポジウムで佐藤誠治学長補佐がパネリスト　 大分合同　1/14，1/16
県内大学写真部連盟合同写真展　 大分合同　1/15
大学入試センター試験　 大分合同　1/16，1/17，1/18，1/19
福祉科学研究センター講演会を開催　 大分合同　1/20
医学部感染分子病態制御講座高岡宏行研究室を紹介　 大分合同　1/22
水泳部がAPU水泳部と交流大会　 大分合同　1/23
医師名義貸し　 大分合同　1/23，1/29，朝日　1/23，1/24，西日本　1/24，2/24，読売　1/24
第12回メンタルヘルスパネルディスカッションで教育福祉科学部山岸治男教授がコーディネータ 大分合同　1/23
ゴスペルライブに大分大学生協力　 大分合同　1/23
市民公開講座で，医学部藤岡教授が司会，橋本剛講師，村上和成講師が講演　 大分合同　1/26
国公立大2次試験願書受付　 大分合同　1/26
日本熱帯医学会九州支部大会で，医学部学生がフィリピンでの病院実習を語る　 大分合同　1/29，2/9
人口生命とロボットに関する国際シンポジウムを開催　 大分合同　1/29，読売　1/30
経済学部で退官記念講演会　 大分合同　1/29
２月
附属養護学校で公開研究発表会　 大分合同　2/1
台湾人留学生が県日華親善協会から新年会に招待され出席　 大分合同　2/2
別大マラソンで倉掛重精教授のグループが医学調査　 大分合同　2/2
新工学部長に江崎忠男教授　 大分合同　2/4
2次試験出願締め切る　 大分合同　2/5
工学部福祉環境工学科建築コース井上正文研究室の研究紹介　 大分合同　2/5
大分大学教育福祉科学部卒業研究発表プロジェクト展開催　 大分合同　2/5
児童虐待を考えるシンポジウムで教育福祉科学部森望助教授が事例報告と討論　 大分合同　2/5，2/7
教育福祉科学部4年一ツ氏愛さんの卒論で車いすマラソン大会の経済効果など調査　 大分合同　2/6
県教委主催「みんなで考える大分の教育シンポジウム」で，教育福祉科学部山崎清男教授がｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに 大分合同　2/11
元大分大学教授佐々木均太郎氏が死去　 大分合同　2/17
国公立２段階選抜 朝　　日　2/19
教育福祉科学部川野田實夫教授が環境講演会で講演 大分合同　2/19
工学部福祉環境工学科建築コース佐藤誠治教授随筆 大分合同　2/19
工学部応用化学科森口充瞭教授研究紹介 朝　　日　2/21
経済学部大羽宏一教授紙面批評 大分合同　2/22
医学部感染分子病態制御講座西園晃教授が鳥インフルエンザについて話す 大分合同　2/23
豊田寛三副学長紹介 読　　売　2/24
前期日程一般入試 大分合同　2/25，2/26
経済学部の学生懸賞論文表彰式 大分合同　2/26
江崎忠男工学部長紹介 大分合同　2/27
工学部宇津宮孝一教授が電子自治体への意見 大分合同　2/29



お知らせお知らせ

○21

平成16年度　大分大学 学年暦

前学期開始　 4月1日(木)
春季休業 4月1日(木)～4月7日(水)
入学式　 4月5日(月)
新入生ガイダンス　 4月6日(火)～4月7日(水)
新入生オリエンテーション　 4月7日(水)
学生定期健康診断　 4月上旬～5月上旬
前学期授業開始 4月8日(木)
夏季休業 8月1日(日)～9月30日(木)
前学期終了　 9月30日(木)

後学期開始　 10月1日(金)
開学記念日　 10月1日(金)
後学期授業開始 10月4日(月)
冬季休業 12月24日(金)～1月6日(木)
大学入試センター試験　 1月15日(土)～1月16日(日)
個別学力検査(前期日程) 2月25日(金)～2月26日(土)
個別学力検査(後期日程) 3月12日(土)
卒業式　 3月25日(金)
後学期終了　 3月31日(木)

平成１６年度大分大学公開講座・公開授業平平成成１１６６年年度度大大分分大大学学公公開開講講座座・・公公開開授授業業平成１６年度大分大学公開講座・公開授業平成１６年度大分大学公開講座・公開授業

受講対象者
市民一般
大野・緒方町民及び周辺住民
米水津村民及び周辺住民
市民一般
市民一般
小学校児童３～４年生男子
小学校児童３～４年生女子
小学校児童４～５年生男子
小学校児童４～５年生女子
小学校児童４～６年生男子・女子
高校生
小学校５～６年生とその保護者
市民一般
市民一般・学生も可
市民一般
市民一般
市民一般
市民一般

募集人員
30
30
50
50
70
10
10
15
15
20
30
15組
50
40
70
30
10
20

開設期間
5/19～6/30
6/6～2/13
6/6～2/13
7/1～7/15
7/21～8/25
7/26～8/1
7/26～8/1
7/26～8/1
7/26～8/1
7/26～8/1
7月下旬～8月上旬
8/7～12/11
9/3～10/1
10/2～11/13
10/7～11/18
5/18
10/14～11/11
7/17～8/25

初歩的な書道技法を学ぶ
大野路夢魅塾
米水津塾
環境問題の基礎-化学物質による汚染をどのように防ぐか-
変わりつつある私達のくらしと健康
泳げない男の子の水泳教室
泳げない女の子の水泳教室
ちびっこスイミング男子
ちびっこスイミング女子
子どもスイミング
化学技術体験講座
理科や算数を使って親子で遊ぼう
親子関係に使える心理学ワークショップ
表現の魅力に迫る
グローバル化と企業経営
ベトナムの歴史と文化
大人のための学び方講座-大学活用のすすめ-
親が学び成長するための夜なべ子育て講座

講座名
音楽の魅力Ｉ
現代天文学とＳＥＴＩ
化学物質と環境影響
森と人間の文化史
住生活の近代
現代社会と企業～会社のしくみとつくり方～
企業と労働
ヨーロッパとイスラーム社会
福祉と技術
エレクトロニクスの世界Ｉ
生涯学習論入門
応用代数
球技学習指導論
宇宙科学
住環境論
哲学概論ＩＩ
臨床心理学
人間関係論
人間と環境
企業取引法Ｉ
経営学Ｉ
国際関係論Ｉ
アジア経済発展論
都市経営論Ｉ
労働関係法Ｉ
憲法Ｉ
簿記入門Ｉ
電気工学概論
教育本質論

講座名
アルコール関連問題入門
健康保持の社会システム
卵から成体へ
音楽の魅力ＩＩ
日本国憲法
人間・労働と技術の現代史
アメリカ文学
機械と文明
生涯学習社会を創る
英語科授業論
哲学概論Ｉ
海浜環境生物学
家庭科指導法（小）
生活環境とホルモン
ソフトテニス
精神保健学ＩＩ
障害児臨床概論
憲法ＩＩ
中国文化論
開発経済論
比較経営史ＩＩ
簿記入門ＩＩ
企業取引法ＩＩ
経営学ＩＩ
国際関係論ＩＩ
都市経営論ＩＩ
労働関係法ＩＩ
数値解析

開設期間
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・６回
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・４回
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全
前期・全

開設期間
後期・全
後期・全
後期・全
前・後期・全
後期・全
後期・全
後期・６回
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・６回
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全
後期・全

共通／専門
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門

共通／専門
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
共通
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門
専門

公開講座
講座名

公開授業　　　　　受講対象者：市民一般，募集人員：１０名

出
前
講
座

ス
ポ
ー
ツ
教
室
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次
の
方
々
が
、
平
成
16
年
３
月
を
も
ち

ま
し
て
、
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様

に
は
長
年
に
わ
た
り
、
本
学
の
発
展
、
充

実
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
分
大
学
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

長
い
間
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。

〈
教
育
福
祉
科
学
部
〉

荻
野
　
源
吾
　
教
授

佐
藤
　
新
治
　
教
授

森
　
　
長
徳
　
教
授

〈
経
済
学
部
〉

野
村
健
太
郎
　
教
授

山
本
　
勝
　
　
助
教
授

〈
医
学
部
〉

永
山
　
治
男
　
教
授

米
田
　
紘
一
　
教
授

〈
工
学
部
〉

渋
谷
　
壽
一
　
教
授

田
中
　
啓
一
　
教
授

〈
事
務
局
〉

翁
長
　
武
十
四
　
学
生
支
援
部
長

岩
�

光
　
　
施
設
管
理
課
長

後
藤
　
卓
生
　
　
施
設
管
理
課
ボ
イ
ラ
ー
技
士

こ
の
４
月
１
日
よ
り
、
大
分
大
学
は

「
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
」
と
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
聞
等
で
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
の
あ
り

方
と
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
違
い
が
み
ら
れ
ま

す
。
今
号
で
は
法
人
化
準
備
委
員
会
委
員

長
の
言
葉
を
は
じ
め
、
組
織
に
つ
い
て
、

学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
の
法
人
化
、

制
度
の
変
革
な
ど
を
特
集
記
事
に
し
て
い

ま
す
。
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
新
し
く
な
っ
た
大
学
に
入

学
さ
れ
た
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
誌
は
昨
年
10

月
の
統
合
後
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
２
号

目
と
な
り
ま
す
。
大
学
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

上
記
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
広

報
誌
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
早
く
み
な
さ
ん
が
こ
の
愛
称
で
呼
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
新
大
学
の
発
足
と
と
も
に
広

報
誌
も
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
編
集
委
員
一
同
今
後
も
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
末
永
く
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
も
ど
ん
ど
ん

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

○22

平
成
15
年
度
定
年
退
職
者

統合創刊号で募集しました大分大学広報誌愛称に，16件の応募がありました。内，６件は大分東
明高校生の応募でしたので，応募資格外であったため参考資料とさせていただきました。
応募してくださった皆さん，ありがとうございました。今後とも，大分大学広報誌をよろしくお願

いします。
さて，大分大学広報誌の愛称は「ＢＵＮＤＡＩ．ＯＩＴＡ」（ブンダイ・ドット・オオイタ）とな

りました。この愛称の応募者は，なんと大学が統合する以前，大分大学広報誌の編集に深く関わって
いました工学部知能情報システム工学科の宇津宮孝一教授です。先生の広報誌に対する思いがにじみ
出ていたのでしょうか。
蛇足ですが，編集委員会における選考では，応募者名は伏せて，1時間以上にわたる厳正な討論の

上，この愛称に決まりました。

愛称の由来は次のとおりです。

旧大分大学広報誌の愛称が「ＢＵＮＤＡＩ」
ですが，ＢＵＮは，文化のＢＵＮ，豊後のＢ
ＵＮ，豊かの音読みのＢＵＮ，ＤＡＩは，大
きいのＤＡＩ，大学のＤＡＩの意味であり，
豊後の国の，文化の薫りが，豊かな大学とし
て，改めて命名したいと思います。
しかし，どこにあるかわからないし，大分
にあるからという理由で統合後，新しい大学
名称を「大分大学」にしたので，インターネ
ットでの国際性をもつ表現形式も取り入れ，
．（ドット）ＯＩＴＡ（大分）を後に付け，
「ＢＵＮＤＡＩ．ＯＩＴＡ」（ブンダイ・ドッ
ト・オオイタ）としました。

採択通知は，例のスパムメール
かと思いました。東京からの帰り，
パソコンで募集を見た瞬間にOITA
空港の表示が目に入ったのが事の発
端です。広報誌を担当したことのあ
るネットワーク研究者としては，
"BUNDAI．(ドット)OITA"は自然な

着想でした。

広
報
誌
編
集
専
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本
谷
る
り

も
と

や




